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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
階
猛
君
提
出
過
料
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

令
和
二
年
末
時
点
で
効
力
を
有
す
る
法
律
の
う
ち
、
過
料
の
規
定
を
設
け
て
い
る
も
の
は
、
約
六
百
件
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
過
料
が
科
せ
ら
れ
た
事
案
の
件
数
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
司
法
統
計
年
報

に
よ
る
と
、
全
国
の
地
方
裁
判
所
及
び
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
非
訟
事
件
手
続
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第

五
編
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
過
料
事
件
の
新
受
件
数
は
、
平
成
二
十
九
年
が
十
万
五
千
五
百
三
十
八
件
、
平
成
三
十
年
が
十

万
五
千
二
百
七
十
七
件
、
令
和
元
年
が
十
万
七
千
十
件
で
あ
り
、
令
和
二
年
の
件
数
は
現
時
点
に
お
い
て
公
表
さ
れ
て
い
な

い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
非
訟
事
件
手
続
法
に
は
、
同
法
第
五
編
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
過
料

の
裁
判
手
続
に
お
い
て
、
「
行
為
者
の
身
柄
を
拘
束
で
き
る
場
合
」
に
つ
い
て
定
め
た
規
定
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
当

該
手
続
に
お
い
て
、
同
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
「
行
為
者
の
身
柄
」
が
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。 



 

２ 

 

四
に
つ
い
て 

 
 

非
訟
事
件
手
続
法
第
百
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
く
「
過
料
に
つ
い
て
の
裁
判
」
は
、
飽
く
ま
で
裁
判
所
が
決
定
で
す
る
裁

判
で
あ
る
。
な
お
、
最
高
裁
判
所
の
判
例
に
お
い
て
、
「
過
料
を
科
す
る
作
用
は
、
・
・
・
そ
の
実
質
に
お
い
て
は
、
一
種

の
行
政
処
分
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
」
（
最
高
裁
判
所
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
二
十
七
日
大
法
廷
決
定
、
民

集
二
十
巻
十
号
二
千
二
百
七
十
九
ペ
ー
ジ
）
と
さ
れ
て
い
る
。 

五
及
び
六
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
過
料
の
対
象
と
な
る
行
為
が
あ
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
刑
事
訴
訟
法

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
百
三
十
九
条
に
い
う
「
犯
罪
が
あ
る
」
と
は
、
法
令
又
は
条
例
に
よ
り
刑
罰

を
科
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
行
為
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
当
た
ら
な
い
と
き
は
、
同
条
の

規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
。 


